
 

平成 27 年度 

第１回湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会 
 

 

日 時：平成 28 年２月 10 日（水）午後２時 

場 所：高松地区センター 

 

 

 

次   第 
 

 

 

１．開   会 

 

 

 

２．あ い さ つ 

 

 

 

３．案   件 

 

① 平成 27 年度調査結果について（報告） 

 

     ② 平成 28 年度調査計画について（協議） 

 

 

 

  ４．そ の 他 

 

 

 

５．閉   会 



№ 氏名 所属・役職 備考

1 石山　大三 秋田大学国際資源学部国際資源学科教授 学識経験者

2 佐々木　慎 湯沢市総務部長 自治体

3 伊藤　悦郎 木地山地域住民代表 地域住民

4 奥山　清光 奥山旅館 地場産業関係者

5 小椋　一弘 小椋旅館 地場産業関係者

6 遠田　忠 湯沢市栗駒国定公園を美しくする会会長 自然保護団体

7 小松　信人 秋田森林管理署湯沢支署長 オブザーバー

8 小玉　正志 秋田県生活環境部自然保護課副主幹 オブザーバー

9 佐藤　直彦 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主任 オブザーバー

10 齊藤　文誠 秋田県雄勝地域振興局森づくり推進課主任 オブザーバー

（事務局）

湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会　出席者名簿

（事業者）

東北自然エネルギー株式会社

湯沢市総務部企画課
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湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会 議事録 

 

 日時 平成 28 年 2 月 10 日（水）14:00～15:20 

 場所 湯沢市高松地区センター 

 

（案件）平成 27 年度調査結果報告について（報告） 

    平成 28 年度調査計画について（協議） 

 

○石山会長 昨年掘削の KJ-3 は、今年度は温度を調べたとのことだが、

今年度の調査結果から今後の活用方法について伺いたい。 

○事業者 今のところ具体的なことは考えていない。KJ-3 は、木地山か

ら北東方向の貯留層（温度）の広がりを把握することと、還

元井としての地下構造（推定断層）を確認することを目的と

して掘削した。目的を達成したものと捉えている。 

○石山会長 化学組成の図に示す「木地山」と「木地山温泉」について、

「木地山」は KJ-1 ということでよいか。 

○事業者 そのとおりで、木地山温泉は別の場所であり、KJ-1 から噴出

した流体と周辺地域の温泉は、化学成分上からも別のもので

ある結果を示している。 

○佐々木委員 敷地造成箇所の保全対策（植物移植）とあるが、予定敷地で

影響の大きい植物とはどのようなものか。 

○事業者 敷地造成計画地は、農地で牧草地として使われているためか

稀少植物は少ない。この結果がこの土地を選んだ理由のひと

つである。ただし、数種の稀少植物については移植が必要に

なるものと考えている。資料を持ち合わせていないので、後

ほどご説明したい。 

○佐々木委員 また、移植について計画の妥当性を有識者に確認するとある

が、どのような人物を想定しているか。 

○事業者 今後計画する敷地の造成においては、影響を評価し保全対策

を実施したうえで行う計画としている。有識者への妥当性確

認については、具体的には未定だが大学の先生に伺いたいと

考えている。そのうえで、秋田県の自然保護課に指導を仰ぎ

ながら進めてまいりたい。 

○佐々木委員 温泉･水質変動調査のモニタリング地点に「とち湯」が追加
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されているが、移動手段は徒歩で行くのか。 

○事業者 途中から徒歩でしか行けない場所である。 

○佐々木委員 ご存知のとおり国定公園内の区域にすべて入っており、調査

をするにも移植をするにも、敷地の造成プランも出てきてい

るので環境保全について十分な配慮をお願いしたい。 

○事業者 十分理解の上、計画を進めていきたい。 

○伊藤委員 工事や造成中段階の水質の汚染・汚濁や災害の発生等、各種

公害が発生した場合は、当然のことだが一切の責任を持って

対処いただきたい。 

○事業者 1 月 26 日の住民説明会でも同じご意見があり、分析項目につ

いては最終段階ではないが、検討を進めている。水井戸の使

用については、さまざまな配慮を計画しており、汲み上げに

よって地域の用水に影響を与えないように工夫する。また、

これまで行っていた桁倉沼と小安湧出点での水質調査に加え

て、次年度は小安部落への農業用水の取水点でも、水質検査

を行う。分析項目は現在検討中しており、専門家の意見を取

り入れたうえで今年度中に住民の方々と相談して決めたい。 

桁倉沼周辺には数か所の湧出点があると伺っているが、確認

場所については、地域の方から助言をいただいたうえで選定

し湧出状況を確認するようにしたい。 

○伊藤委員 地域とのコミュニケーションを大切にしていただき、何かあ

るときはすぐに協議に応じていただきたい。 

○事業者 今後の調査結果によるが、仮に調査が順調に進めば、発電所

の建設や運転となることから、地域とのコミュニケーション

は現段階から必要不可欠であると考えている。 

○伊藤委員 今後、取り付け道路や敷地の造成が始まると、桁倉沼に入る

用水路があるが、用水路には一切の汚染・汚濁物が入らない

ように簡易舗装や両側のＵ字側溝の工事をしていただければ

ありがたい。 

○事業者 過去に KJ-1 および KJ-3 の側にある用水路に土砂を混入させ

てしまったこともあり、今後はこのようなことが起きないよ

うに対策する。ただし、用水路については、旧慣使用権が解

除された湯沢市所有の敷地と隣接していることもあり、関係

機関と調整を行いながら対処したい。 
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○伊藤委員 県道関係になるが、小安集落から木地山までの湯沢栗駒公園

線が毎年 11 月 16 日から 4 月いっぱいまで通行止めとなる

が、今後、地熱発電所が立地される場合には、五才沼周辺は

狭くてカーブが多いため、改良工事を今から検討いただき、

危険をなくした上で将来的には通年通行に持っていっていた

だけると集落としても大変助かる。 

○佐々木委員 湯沢市としても、発電所建設が決定されれば間に合うような

形で、道路改良も含め通年通行ができるよう要望していきた

いと考えている。まだその段階ではなく、もう少し様子を見

てだが、オブザーバーで出席している県の皆様もよろしくお

願いしたい。 

○石山会長 貯水ピットの設置や水井戸を掘るということだが、環境保全

をして対応していくことだと思うが、十分な対策をして環境

を汚さないようにして進めてもらいたい。農業用水・飲料水

のことも出たが、２本の井戸を掘り地下水面が急に下がらな

いような対応をするとのことだったが、地下水面の影響や水

質悪化がないように要望しておきたい。 

○石山会長 平成 29 年度以降に第１種地域の方に掘削したいとの考えが

あるようだが、「とち湯」でモニタリングをしながら、地下

への掘削の影響が地表に出ないように進めることが大事と思

うが、「とち湯」以外の考えている場所はあるか。 

○事業者 検討はしてみたものの適した調査点がない状況であり、現時

点では第 1 種特別地域の近くにある「とち湯」の湧出状況を

モニタリングしていく予定である。 

○石山会長 将来、第 1 種地域にボーリングすることについて、意見はな

いか。 

○各委員 特になし。 

○石山会長 そうであれば、いろいろな変動が起きないように注意して調

査を行ってもらいたい。 

○石山会長 これから更に４年間調査が継続されることだが、温泉水質や

微小地震観測、自然環境調査は、現在行っている方法を継続

するとの認識でよいか。 

○事業者 その予定です。 

○石山会長 調査を進めていくうえで、いろいろな変化が生じる可能性も
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あるが、そのような変化があるかないかを確かめることが肝

心であり、広い意味になるが環境に配慮した形で調査を進め

ていただくことでよいか。 

○各委員 異議なし。 

○石山会長 平成 27 年度の調査結果の報告と平成 28 年度の調査計画協議

については、了解いただいたことでよいか。 

○各委員 異議なし。 

○事業者 先ほど保留した重要植物についてであるが、重要種はいわゆ

るレッドリスト該当種であり、本調査では 13 科 16 種確認し

ている。代表的なものとしてはギンラン、ウスゲミヤマシケ

シダやシャクゾウソウ、テイネニガクサなどである。改変地

域の農地には現在のところ少ないと考えている。指定植物

は、栗駒国定公園にて指定されている植物であり、19 科 44

種を確認している。代表的なものはオオイワウチワなどであ

る。 

  

 


